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News Release 

福岡市政担当記者各位 令和 6 年２⽉ 6 ⽇ 
南区総務部企画振興課 

第 10 回を迎えた「桧原桜賞」に過去最多 5,861 ⼈の応募 
―⼊賞作品と学校賞を決定― 

「さくら」をテーマに短歌を募集する「桧原桜賞」は、今回、記念すべき第

10 回⽬を迎えました。福岡市内のみならず全国から広くご応募いただき、過去

最多の 5,861 ⼈の応募があり、そのなかから⼊賞 24 作品を決定しました。 

第 10 回を記念して、今回から優れた作品を多く応募された学校に贈る学校賞

を新設し、次のとおり受賞校を決定しました。 

市⺠の皆様にお知らせいただきますようお願いいたします。 

市⻑賞受賞作品（最⾼賞）※敬称略 

【⼀般の部】 ⼩池 ひろみ（京都府京都市） 
二人にしか見えない傘をさすように花降るなかを寄り添っていた 

【⾼校⽣等の部】 植原 拓⺒（群⾺県⽴⾼崎⾼等学校２年） 
空ってさほんとに繋がってるのかな君の帽子の桜を払う 

【中学⽣の部】 本⽥ 悠哩（花畑中学校３年） 
卒業式そっと渡されたギターピックさぐるポケットに桜の花びら 

【⼩学⽣の部】 ⼩池 愛和（リンデンホールスクール⼩学部３年） 
春風に桜の花びらまってきてぼくのかみの毛おしゃれになった 

学校賞 

【⼩ 学 校】 福岡市⽴⻄花畑⼩学校 

【中 学 校】 福岡市⽴花畑中学校 

 【⾼等学校】 学校法⼈純真学園 純真⾼等学校 
-------------------------------------------------------------------------------- 
表彰式を⾏います  ※申込不要、どなたでも参加できます。 
⽇ 時  令和 6 年 3 ⽉ 24 ⽇（⽇） 10︓30〜11︓30  
場 所  南市⺠センター ⽂化ホール (南区塩原２丁⽬ 8-2) 
内 容   受賞者表彰のほか、詩吟による受賞作品紹介（⻄花畑⼩児童・花畑中 
     放送部・福岡春⽇岳⾵会）、筑前琵琶「桧原桜」の演奏（寺⽥蝶美⽒） 

その他の入賞作品はこちら 



■応募数・⼊賞・秀作・⼊選作品   ※応募は⼀⼈⼀⾸ 

■⼊賞の種類と副賞  ※各部⾨各賞１名（合計 24 名） 

賞  名 副  賞 
福岡市⻑賞   QUO カード（３万円） 
福岡市議会議⻑賞  ※１ 

QUO カード（１万円） 
福岡市南区⻑賞   ※２ 
⻄⽇本新聞社賞 
桧原桜賞実⾏委員会⻑賞 
桧原桜花守り会賞 

    ※１ 福岡市内の応募者から選考 ※２ 南区内の応募者から選考 
■選考委員 

⽒名 主な受賞歴等 

桜川 冴⼦ 

現代歌⼈協会会員、福岡市⽂学賞選考委員、福岡⽂化連盟理事、 
読売新聞⻄部本社版季評担当 他 
⻑⾵新⼈賞受賞(平成 8 年)、福岡市⽂学賞受賞(平成 17 年）、  
博報賞受賞(平成 25 年)、⻘⽊秀賞受賞(平成 26 年)、 
福岡市⽂化賞受賞(令和２年) 他 

藤野 早苗 
現代歌⼈協会会員、コスモス短歌会選者、福岡市⽂学賞選考委員、 
筑紫歌壇賞贈賞運営委員会事務局⻑ 
福岡市⽂学賞受賞（平成 16 年） 他 

⼭下 翔 
現代歌⼈協会会員、福岡市⽂学賞選考委員 他 
現代歌⼈集会賞受賞(平成 30 年)、 
福岡市⽂学賞受賞(平成 31 年）、現代歌⼈協会賞受賞(平成 31 年) 

 

 
 
 
 
 
 

  

部  ⾨ 応募者数 ⼊賞 秀作 ⼊選 
  ⼀般の部  513 ⾸ ６⾸ 19 ⾸ 40 ⾸ 
  ⾼校⽣等の部 1,949 ⾸ ６⾸ 14 ⾸ 53 ⾸ 
  中学⽣の部 2,413 ⾸ ６⾸ 14 ⾸ 53 ⾸ 
  ⼩学⽣の部  986 ⾸ ６⾸ 22 ⾸ 47 ⾸ 

計 5,861 ⾸ 24 ⾸ 69 ⾸ 193 ⾸ 

◆ 昭和 59 年春、福岡市南区桧原の小さな桜
並木が道路の拡幅のため、開花を目前に伐
採されようとしていました。それを悲しんだ一
住民が桜に次の短歌を下げて、市長に「最後
の花を咲かせて」と嘆願したのです。 

 
 
 

◆ それから共感の歌が桜に次々と寄せられ、花
哀れの大コーラスになりました。その中に 

 

 

の一首があり、のちに進藤一馬福岡市長の
返歌としれました。そして計画が花を活かす
道に変更されて桧原桜に永遠の開花が許
されたのです。 

◆ 現在、残された桜の一帯は、桧原桜公園と
して、地域の人々の憩いの場として親しまれ
ています。 

～ 桧原桜にまつわるエピソード ～ 

桜花惜しむ大和心のうるわしや   
          とわに匂わん  花の心は       
                     香瑞麻（かずま） 

花守り 進藤市長殿   
花あわれ せめてはあと二旬 
                ついの開花をゆるし給え 
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ラ
ン
ド
セ
ル
し
ゃ
し
ん
と
っ
た
よ
き
の
し
た
で
さ
く
ら
の
お
は
な
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す
き
な
お
は
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桜
の
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の
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い
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け
と
る
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を
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よ

花
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て
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上

目
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ゃ
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見
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く
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